
090 MESE
ノート注釈
142条の条文から論じて下さい。

090 MESE
ノート注釈
結局訴訟物は何でしょうか。「債務」ではないでしょう。

snsd1
ノート注釈
川口さんの答案で気になるのですが、第１、１、（１）、ア、（ア）は徹底しましょう。法律家として当然のことと整理しています。



090 MESE
ノート注釈
主観的追加的併合の議論です。百選は押さえましょう。



090 MESE
ノート注釈
観点は指摘出来ていると思いますが、三段論法で書きましょう。ただ、観点を指摘して、結論を記載するだけの作文になっています。



090 MESE
ノート注釈
申立ての根拠条文、裁判所の命令の根拠条文は異なります。

090 MESE
ノート注釈
条文の文言で論じて下さい。
＋全ての要件を検討下さい。

090 MESE
ノート注釈
ここで、④では？
規範と当てはめが混在してしまっています。三段論法を徹底ください。

090 MESE
ノート注釈
「訴訟当事者だから、予期していた」と読めますが、論理の飛躍でしょう。





snsd1
ノート注釈
第一段落は何のための記載でしょうか。本問と関係ないと思います。

snsd1
ノート注釈
45条も規範の段階で書いた方が良いです。

snsd1
ノート注釈
「BのAに対する債務について、Cに対し求償権を取得し得る」は不正確です。
実体法上の理解を正確に反映下さい。

あと、これは（イ）の話ですね。






